





























米 谷 恒 春
昭和61年 9月～11月の3カ 月間，科学技術庁中
期在外研究員として米国へ出張し， ミシガン大学
工学部に滞在した。氾濫水の数値モデルの高度化
を目的とし，カトポデス博士と共に研究を行った。
短期間ではあったが，カトポデス博士，日本人留
学生等からの暖い援助を得て，能率的に研究を進
めることができた。
この年の 9 ̃10月にかけて，ミシガン州等は大
雨に見舞われた。例えば9月12日には，州内の少
なくとも二つのダムが大雨のために破壊され，大
きな被害が出た。雷を伴う豪雨によるもので，米
国ではこのようなダム破壊がまれではない。この
ため，ダムが破壊したときの，水の挙動を数値的
にシミュ レーションするモデルの開発及び水害危
険度の評価等が積極的になされている。
今回の研究により当センターで開発した水平 一
鉛直二次元モデルは，水理実験の結果を精度良く
再現し得るものであり，大きく改良すべき基本的
な問題点は無いと判断される。在外研究によって
得た知識を基礎に，このモデルを発展させ，堤防
が決壊したとき，地震によりせき止められた場所
が決壊したとき等の水害の危険度評価が実用的に
行いうるように努めたい。
